
従来、腫瘍溶解性ウイルスの細胞溶解性の測定には、MTTアッセイやLDHアッセイな
どのエンドポイントアッセイ法が用いられてきました。しかし、これらの方法は、
１）同じウェルの経時的な変化を捉えられない、２）多くのウェルを測定するには手間
と時間がかかる、などの課題がありました。

xCELLigence システムでは、電気抵抗値を測定することにより、腫瘍溶解性ウイルス
の細胞溶解活性を「少ない手間で簡単に」しかも「客観的に」測定していただけます。
また、同一ウェルの「経時変化をリアルタイムに測定」できます。

⚫ 従来法での測定の手間と時間を大幅に削減しハイスループットなアッセイが可能

⚫ 電気抵抗値の測定により客観的なデータを得ることができます。

⚫ 短期から長期まで同一ウェルの変化を経時的に追跡できます。

⚫ 作用タイムポイントを見逃しません。

本システムのメリット

測定機のラインナップ

エンテロウイルス71（HEV71）の横紋筋肉腫細胞株への細胞変性効果

xCELLigence システムの電気抵抗値（左）と151hr時点での位相差顕微鏡像（右）

（J Virol Methods. 2013 Nov;193(2):364-70 より抜粋）
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腫瘍溶解性ウイルスの細胞溶解性の測定

手間と時間を減らしたくありませんか？
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データ例

“The xCELLigence assay can provide additional data when compared to classical methods. The system allowed 
dense real-time data collection over several days, combined with low operative effort, and avoided the danger of 
potentially missing significant events as may happen in end-point assays. In summary, the presented xCELLigence-
based methods outmatch end-point assays by observing the cell population throughout the entire experiment 
while workload and time to result are reduced.” （Biochem Biophys Res Commun. 2010 Oct 8;401(1):37-41. より）

異なる種類のアデノウイルスの細胞変性効果を、肺がん細胞株A549（B-
D）と卵巣がん細胞株SKOV-3（F-H）で測定した。矢印はウイルス溶液を
添加したタイムポイントを示す。実線の色はウイルス粒子数（particles per 
cells, ppc）の違いを表す。

（データ引用：参考文献３）


